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＜連絡事項＞

· 今年度の抱負を本日中に各自入力しておく事。

· 本日15:00～食事サービス提供管理委員会実施。山田が出席。

· 来週スタッフの人事異動あり。

· 4/18から、市議会選挙の期日前投票実施。各自勤務の都合を見ながら、選挙へ行く事。

＜外来情報＞

· 北嶋　剛様　　～診察室に入ると、外来医へ経済的な問題があり相談したいと話される。外来医
　　　　　　　　より、ＰＳＷへ相談するように説明あり。デイケアスタッフへはまだ相談して
　　　　　　　　いない事、急を要する事ではないと話される為、まず通所スタッフへ相談して
　　　　　　　　みるように促している。

· 森田　清助様　～「花粉症みたいで、鼻がムズムズして鼻水が出る」と訴えあり、アレグラ７日分
　　　　　　　　が就床前に処方となっている。

＜利用者様情報＞　
· 其田　淑子様　～昨日、腰痛の為八戸赤十字病院　整形外科受診している。レントゲン等検査を
　　　　　　　　実施してきたが、加齢に伴う腰痛と説明を受けたと報告されている。２週間分の
　　　　　　　　鎮痛剤と胃薬、ボルタレンテープを処方となったとの事。２週間後再受診し、
　　　　　　　　検査結果について説明を受けてくると話されている。

· 田中　正士様　～両下肢の浮腫は依然見られているが、「良くなった。少し楽になった。」と話さ
　　　　　　　　れている。先週外来受診時に検査実施しており、明日の外来受診時に検査結果を
　　　　　　　　聞いてくると話される。

· 溝越　キク様　～来所時に本人から「バスに、薬や現金の入ったバックを置き忘れた」と訴えあり、
　　　　　　　　バス会社に問い合わせ実施。バックは保管されていると情報受けた為、本人が
　　　　　　　　本日中に取りに行く予定としている。佐藤AOMに情報提供し、本日の内服（朝・
　　　　　　　　昼薬定期服用分）は田名部医師から処方してもらい、本人に服用して頂いている。

· 田名部　浩平様～本日の来所時、サッカーボールを持参しており「外で遊ぶ為に持ってきた」と
　　　　　　　　話される。室内では行わないこと、サッカーを行うには適切と思える広さの場所
　　　　　　　　はないことを伝え、他者の迷惑となる場所では控えるように説明している。

· 我満　奈津紀様～昨日、休日中の過ごし方について娘様と一緒に過ごす事への不安を訴え聞かれて
　　　　　　　　いた。帰宅後、娘様・お父様と相談し、土曜の夕方～日曜の夜まで実家のお父様
　　　　　　　　の所へ娘様を預ける事としたと話される。「休みの間、１人でゆっくり休めるよ
　　　　　　　　うになってよかった」と話され表情良い。
　　　　　　　　又、自宅の掃除が出来ない事について再度訴えてこられており、「５月の頭に
　　　　　　　　学校の家庭訪問があるから、どうしても掃除の手伝いをお願いしたい。青明舎は、
　　　　　　　　男の人ばっかりだから頼めない。」と相談あり。スタッフ間で検討してから、
　　　　　　　　本人へ返答することを伝えている。

· 柳町　信之様　～昨日本人来所され、定時まで過ごす事出来ている。ニヤツキ多く見られているが、
　　　　　　　　スタッフからの話し掛けに、自分の生活状況等詳細を報告して下さっている。
　　　　　　　　通所について再度確認し、毎日通所はまだ難しいと話される為、週３日から徐々
　　　　　　　　に増やしていけるように説明すると納得されている。又、欠席時には定時前まで
　　　　　　　　に連絡を入れる事を確認している。

＜業務進行状況　報告＞

○利用者様の住宅地　地図作成

　・１度白地図へメンバーの住居をチェックし提出しているが、バス路線地図へのメンバー住居チェックをするように再度指示あり。

　・バス路線が付いている地図を探し、来週火曜日までに住居チェックを実施。再度提出する。

○新プログラム作成

　・現在各プログラム案作成の担当を決め、プログラム案を作成中。

　・来週月曜を提出期限とし、月曜に取りまとめたものを水曜日までに一覧表を作成。プログラム案の提出は山田まで。

　・水曜日のカンファレンス内で、一覧表の確認を行い、月間プログラムへの反映について検討する。

・プログラムの習慣化を行い、各メンバーの利用目的に見合ったものを提供できるよう、目的別化・個別化を図れるように検討する。

＜デイナイトケア事例検討＞

田中　正士様（65）　統合失調症　　変形性脊椎症

治療計画：歩行の不安定さが著しい為、転倒などによる事故が発生しないよう見守りを行う。

現状：・他者とトラブルとなることはないが、時折感情を上手く表現することが出来ず、イライラ感を訴えている。

　　　・加齢に伴う体力低下、下肢不安定の為転倒することが多くなっている。

　　　・起立性低血圧や貧血の訴えあり、時に転倒することが見られる。

　　　・両下肢の浮腫が著明。日中は、椅子に座る時間を短時間とし、床にマットなどを敷いて

休んで頂き、足をなるべく下げないように過ごして頂いている。

　　　　　・胃痛の訴え聞かれることがあるが、食事は全量摂取している。食欲が無いなどの訴えは聞かれない。

　

今後の対応

　・歩行時の見守りを継続し、転倒防止に努める。

　・膝関節痛が伺える場合でも「大丈夫」と話される為、その都度状態確認し、身体異常の早期発見に努める。

・卓球クラブ所属しているが、試合中転倒する危険が予測される。試合は本人の強い希望もある為参加とし、試合中には後方にスタッフが付き添い、バランスを崩した際にはすぐに支えられる距離を保つ。

・障害物など転倒の危険が予想されるものが床に無いよう、環境整備を常に行う。

・休憩時間でもトラブルのあった際にはすぐに対応できるよう、スタッフがメンバーと同じ空間で過ごすよう配置する。










